
                                      

 

  

   

 

 

 

 

 

皆様、明けましておめでとうございます。本年も優経通信をよろしくお願いいたします。 
新春を迎え、厳しい寒さが続く毎日ですが、いかがお過ごしでしょうか。お餅が美味しい季節になりました。家族団らんとす
る機会も増え良き新年が迎えられることと存じます。 
皆様におかれましても本年が幸多き年でありますよう、お祈り申し上げます。 
 

2024年 12月 20日、政府より令和 7年度の税制改定大綱が公表されました。今回は、本ページ・次ページ

左側を使い、関連する範囲の広い改定点を抜粋してお伝え致します。 
 

＜個人所得課税の見直し＞ 
 

☆基礎控除額・給与所得控除額の引き上げ 
 

（1） 基礎控除額の引き上げ…現行 48万円から、58万円に引き上げ 

（2） 給与所得控除額の引き上げ…現行 55万円から、65万円に引き上げ 

現行の（１）と（２）の金額を合計した金額は、いわゆる「103万円の壁」と言われていた金額です。 

今回の改正で、それぞれが10万円引き上げとなったことにより、令和7年度以降は給与支給額が123万円を

超えなければ、扶養親族控除の適用が可能となります。 
 

☆特定扶養親族特別控除（新設） 

上記の扶養親族控除の中でも、19歳以上 23 

歳未満の扶養親族の場合は、特定扶養親族に 

該当し、控除額が優遇されます。 

現行では、所得金額が 48万円（給与収入 103 

万円以下）を超えてしまうと、控除額は 0円となっ 

てしまいますが、本改定により、控除額が所得額に 

応じて段階的となり、控除が受けやすくなりました。 

右の図は現行と改正後の、所得金額による控除 

額の比較となり、改正後は所得金額が 85万円 

以下（給与収入 150万円以下）であれば、 

満額 63万円の控除額となります。（赤枠） 

今まで収入が高く、扶養控除申告書に記載できな 

かった扶養親族の方も、今改定により扶養親族に 

該当する可能性がございますので、今年の年末調 

整より、注意が必要です。 
 

＜法人課税の見直し＞ 
 

☆中小企業者等の法人税率の特例の延長 

中小企業者等に対する法人税率の特例の適用期限が 2年間延長されます。ただし、課税所得が 10億円を

超える企業に対しては、軽減率が下がります。 
 

・適用期限：2026年度末（2027年（令和 9年） 3月 31日）まで延長 

・軽減税率：年800万円以下の課税所得に対して15％（800万円超の部分は通常の法人税率23.2%） 

※所得 10億円超の企業は、17％ 

~令和 7年度税制改定大綱①（所得税・法人税）～ 

~ 
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   優経税理士法人    

～（経済産業省認定）経営革新等支援機関です。～ 

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂 6-48TOMOS神楽坂４階  

TEL03-5206-7457  FAX03-5206-7458 

ukz@uk-g.co.jp http://www.uk-g.co.jp 

いつでもお気軽に 

お問い合わせください。 

スタッフ一同、心より 

お待ちしております。 

＜定額減税の確認方法（年金のみの収入の方）＞ 

令和 6 年に実施された定額減税ですが、給与収入が無く、

年金収入のみの場合でも、1人当たり3万円の所得控除は

行われています。 

年金支給時に自動で天引きされることとなりますので、実感

はあまり無いかと思いますが、毎年 1 月頃に届く「公的年金

の源泉徴収票」の右下に、定額減税により控除した金額と、

未控除の金額が記載されています（下図赤枠）。 

未控除の欄に金額が記載されている場合は、令和7年度に

追加給付の手続きが出来ますので、確認漏れが無いよう

に、源泉徴収票を確認しておきましょう。 

✿血液型編✿ 

✿HPのお知らせ✿ 
------------------------------------------- 

ホームペ 

新年いいスタートを切れ

るでしょう。今月は目標

に向かって大きな進歩が

得られるかもしれません

ね👍 

 

 

今月は健康第一に過ご

し 2 月を迎えましょう、近

いうち、あなたの存在が

大きく必要とされる日が

来るかもしれません😲 

今月は忙しい日々が続く

でかもしれませんが、乗り

超えれば必ず報われま

す。その分大きなものを

得られるでしょう☺ 

ゆとりのある月になるでし

ょう。新たな目標をたてた

り、昨年の自分を振り返

ってみたりするのも良いか

もしれません😀 

～令和7年度税制改定大綱②(保険料控除関連)～ 

＜生命保険料控除（令和８年度より）＞ 

現行…旧生命保険料控除 上限額 5万円 

     新生命保険料控除 上限額 4万円 

令和 8 年度の年末調整・確定申告から、23 歳未満の扶養親

族がいる場合には、上限額が双方とも 6万円に増額します。 

ただし、介護医療保険料控除・個人年金保険料控除を合わせ

た生命保険料控除総額の上限は１２万円と据え置きとなって

いるため、現在年末調整の保険料控除で１２万円の満額を控

除している方には影響はございません。 

＜個人型確定拠出型年金（iDeCo）＞ 

現行…企業年金未加入者 掛金上限額 月 2.3万円 

令和 7年度から、上記掛金の上限額が、月 6.2万円に増額し

ます。 

中小企業の経営者・従業員の大半の方が企業年金未加入者

となるため、対象の範囲が広いです。 

iDeCo で積み立てた掛金は、全額が年末調整等で控除の対

象となり、運用益に対する税率も 0％（本来 20.315％）とな

りますが、原則 60歳以降で無ければ引出しが出来ないこと、投

資信託による運用の場合は、赤字となる場合もございますので、

ご注意ください。 

mailto:ukz@uk-g.co.jp

